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4１．（１）テラレムグループ㈱_概要

テラレムグループ株式会社

設 立 2017年4月（グループ創業：1971年10月）

所 在 地 東京都中央区新川2-5-2

事 業 内 容 グループ経営戦略策定・管理、それらに付帯する業務

資 本 金 1億円

従 業 員 数 1,101名※

保 有 車 両 378台※

取扱廃棄物 10万ｔ（プラスチック5.3万ｔ、食品廃棄物3.9万ｔ）※

※グループ計（2023年6月1日～2024年5月31日、2024年5月末）

グ ル ー プ 事 業
主 要 子 会 社

ソリューション事業、資源循環事業、CO₂削減事業、施設維持管理事業
㈱市川環境エンジニアリング、イー・ステージ㈱、バイオエナジー㈱、エム・エム・プラスチック㈱、千葉興
産㈱、特産エンジニアリング㈱、㈲丸十トラック運送店、手塚産業㈱、第一環境アクア㈱、ニューエナ
ジーふじみ野㈱



5１．（１）テラレムグループ㈱_概要（沿革）



6１．（２）子会社：バイオエナジー㈱_概要

■ 設 立 2003年7月

■ 営業運転開始 2006年4月

■ 事 業 内 容 食品廃棄物（一般廃棄物・産業廃棄物）を受入れ、メタン発酵
システムにより発生するガスエネルギーによる発電と熱利用、及びガス
供給事業に関する事業企画、 コンサルタント業務

■ 処 理 能 力 130トン/日（固形廃棄物 110トン/日 液状廃棄物20トン/日）

■ 発 電 量 40,560kWh/日（最大）

■ 都市ガス供給量 2,400 ㎥/日（2020年9月末で休止）

■ 操 業 時 間 24 時間/日（365日受入れ実施）

■ 従 業 者 数 35名（2025年１月）
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ガスホルダ

メタン発酵槽
容積2000㎥ 2槽

ガスエンジン

処理棟

羽田空港

都市ガス設備

バイオエナジー

１．（２）バイオエナジー㈱_概要（施設外観・立地）

羽田空港



8目次

２．事業内容

（１）特徴

（２）処理フロー

（３）受入れ廃棄物

（４）設備の特徴

（５）安定操業に向けた取組み

（６）環境保全貢献



9

１.多様な排出先 

搬入される食品廃棄物は、リテール事業者（飲食店、スーパーマーケット、コンビニエンスストア等）、

学校給食、食料品製造工場など様々な排出先から収集される。

２．排出事業者の利便性 （排出事業者の分別作業の簡易性）

搬入される食品廃棄物は、異物の分別が完全に実施されていなくても処理可能。

容器包装をされた廃棄製品をそのまま受け入れている。弁当ガラ（容器）・割りばし・串・紙ナプキン

といったメタン菌による分解が困難な夾雑物ごと受け入れることが可能。

排出事業者が食品リサイクルに取り組む際の最大のハードルとなる精確な分別を不要とすることで、

食品リサイクルの裾野を大きく広げた。

３．機械の工夫、自動化・省力化を行い、安定した操業で環境貢献

搬入された食品廃棄物は、破砕機・選別装置により人手をかけず（手選別を行わず）、メタン発酵の

原料とその他に分離される。さらに、原料をメタン発酵槽に投入するまでの過程でも各種スクリーンで

微細なプラスチック片や貝殻等も除去することで安定したメタン発酵が持続する。

機械の工夫だけでなく自動化・省力化を取り入れ、安定操業を行い環境負荷軽減に寄与している。

２．（１）特徴



10

休止中

メタン発酵は３７℃の
中温発酵方式

２．（２）処理フロー

コージェネレーションシステムを採用
（発電する際に発生する熱を回収し、発酵槽の加温と汚泥の乾燥に利用）

堆肥

（汚泥・消化液）
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一般廃棄物

処理能力：130トン/日

事業系一般廃棄物
▼主な排出事業者
・コンビニエンスストア
・スーパーマーケット
・飲食店、百貨店 など
（割合：80～90％）

産業廃棄物

▼主な排出事業者
・冷凍食品製造工場
・パン製造工場
・清涼飲料水製造工場 など
（割合：10～20％）

バイオエナジー㈱ 城南島食品リサイクル施設

廃棄物

家庭廃棄物

２．（３）受入れ廃棄物

電気 熱 堆肥
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分別が不十分なため、飼料・堆肥化に不適
で焼却処理されていた食品廃棄物の処理
が可能な設備を導入している。

２．（３）受入れ廃棄物_性状

▼比較的異物の少ない廃棄物 ▼個包装された廃棄物

▼異物の多い廃棄物
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搬入された食品廃棄物は袋入り・
パッケージ入りのままホッパ投入。

その後、二段階になっている破砕機
●一次破砕＝粗破砕機
●二次破砕＝細破砕機
によって破袋・破砕。

さらにその後 選別装置により、発酵
不適物とメタン発酵原料に分離。

２．（４）設備の特徴_破砕選別設備①
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選別機は、「スイングハンマー方式」の
破砕羽をもった構造。

二段階で破砕された食品廃棄物は、
破砕羽によりさらに破砕され、外側に
設置されたパンチングメタルから押し出さ
れた物だけがメタン発酵の原料となる。

異物は風力と破砕羽の回転力で異物
出口より排出される。

２．（４）設備の特徴_破砕選別設備②
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投入口（破砕された食品廃棄物）

スイングハンマー

選別機は、安定したメタン発酵の維持に向けて非常に重要な役割となる。
過去の運営状況や蓄積されたノウハウをもとに、機械メーカーと一緒に検討。
原料のみを透過させるには、パンチングメタルの径サイズが重要であり、実機を
使った実験を繰り返し、現状の仕様にカスタマイズを実施。
さらに、調整槽の前にもスクリーンを設置し、極限まで異物を除去している。

２．（４）設備の特徴_破砕選別設備③
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▼受け入れ室を汚すことを最小限にできる可動式ホッパを導入

２．（５）安定操業に向けた取組み①

夾雑物除去の自動化による排出事業者の負担軽減が、食品廃棄物と全く関
係のない異物混入へとつながる恐れがあるため、定期的に展開検査を実施して
いる。最小限の負担で検査を行える設備を導入。また、機械トラブルなどの早期
発見のために工場内に100台を超えるカメラを設置。

▼1か所での集中監視できる設備

ニューエナ
ジーふじみ野

バイオエナジー城南島
工場 監視室でふじみ

野も監視中
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分析室では、毎日 各種分析を実施。
●20サンプル、20項目
有機酸、BOD、COD、T-N、T-Pｎ-hex、TS、VTS、pH、
M-アルカリ、MLSS、NO２-N、NO3-N、SS、
水分等の他ガス（メタン、H2S、CO2等）

２．（５）安定操業に向けた取組み②

メタン発酵試験装置
（ガス発生量の測定）

24時間 365日、安定した高負荷運転を実現
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２．（６）環境保全貢献_グリーン電力供給量の推移
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２．（６）環境保全貢献_ CO2削減効果の推移
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メタン発酵後の残渣
・消化液
・消化液脱水汚泥
・消化液乾燥汚泥 は、

 肥料登録し、契約農家
( 埼玉・北海道・ベトナム ) 
に販売・農業利用を開始。

●以前は異物混入が多く
（主に破砕されたプラスチック）

堆肥化が難しかった。
選別機の精度向上、スク
リーンの複数設置により異
物除去に成功。

２．（６）環境保全貢献_堆肥の販売
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22３．今後に向けた取り組み・将来への見込み

１.設備の大規模修繕
処理能力への影響を最小限に抑えるため、計画的に修繕対応を実施中

２.他分野との連携による発展的展開
化学原料の生成や水素製造といった、発展的な利活用ポテンシャルを秘め

ている

３.リサイクル拡大による再生可能エネルギー供給の可能性
首都圏で依然多く焼却されている食品廃棄物を全てリサイクルする仕組みが

 できた場合、民生部門の再エネ需要に大きく貢献が可能
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